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209　　　 胎動 数 の 時系列解析 に よ り得 られ る ，

変換点の 存在 と，陣痛発来 日 との 関係

210　　　　 標準化確率密度 分布図 に よ る胎

児 心拍 数 デ
ー

タ の 定 量 的評価の 試み
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i目的 」胎児 か らの 情報の
一

つ で あ る胎 動数は今

ま で 主 に 胎児 の well −being の 指標 と して 認 識 さ

れ て きた が，そ の 変動 を数学 的に 解 析 した 報告 は

無 い 。今 回我 々 は，最大エ ン トロ ピ
ー

法 に 基づ く

時系列 解 析を 用 い ，分 娩前 の 胎動数 の変化 を分析

し，知 見 を得 た の で報告する 。 ［方法］通 院中あ

る い は 切 迫早 産 に て 入 院中 の 妊婦20名 に 妊娠 34

週 よ り朝10 時30分か ら10回 の 自覚 胎動 数 に 要 し

た時間 を，陣痛発来ある い は破水発生 ま で 記録 し

て も らい ，そ の 円を0日 と して 過去 に 逆登 っ て 日

を付け直 し，10回 自覚 胎動数 に 要 した 時間 の 変動

を最大 エ ン トロ ピー
法 に 基 づ く時 系列解 析を用 い

分析 した 。 ま た陣痛発来 日 と の 関係 を検 討 した 。

［成績 ］陣痛発 来あ る い は破水発 生 の 15〜19日

前 に胎 動数が そ れ以前 とは 明 らか に 変化 す る こ と

が確認 された。特 に 15日 前後に そ の 変 化 日が 集中

して い た 。 ま た こ の 変 化 日は 遅 くと も陣痛発来 あ

る い は 破水発生 の 8H 前に は確認 で きる こ とが 証

明 された 。 肉眼 的に 確 認され た変 化 日 は時系列 解

析 の 変 化 日とほぼ
一

致 した 。 こ の 変化 日 に 14 日 を

加算す る こ と に より得 られ た 日 は，実際 の 陣痛 発

来 あ る い は破水 発生 の 日 と0〜2 日 の 誤 差 で あ っ た

［結論 ］分娩発 米，破 水発 牛 前 の
一

定 の 日 に 臼覚

胎 動数 の 動態 に 変化 が 生 じる こ と が 初め て 証 明さ

れ た。E2 ／ P が 陣痛発来の 2週 間前か ら上 昇 する

と い う報告もあ り，胎 動数 の 変化 日との 近似性か

ら，陣 痛発来あ るい は 破水発生が突 然 の も の で は

な く，プ ロ グ ラ ミ ン グさ れ た もの で あ る 可能性 も

示 唆 さ れ る 。 さ らに 今 回 の 結 果は妊 娠分娩管理 に

お い て 臨 床 上 も 有 用 で ある と考え る。

【目的 】胎 児心 拍数（FffR）デ ー
タ の 新 しい 記

述法 で あ る 確率密度分布 図 （PD匱） を心 拍数基

線（FHRb）で 標準化 し ， そ の 効果 を検 討 した．

【方法】 正 常妊娠 40例 （1群 ：24 −27週， E 群

：28−3工週，皿 群 ：32−35週 ，IV群 ：36−39週） を

対象 と し た ．40分 の FHRデー
タを 1bp皿を単位

と し て FHR と次心 拍 へ の 変化 分を行 と列 に 配

し，累積 度 数分布 を求め，全 体が 1 とな る よ

うPDM を 作成 した．またFHRb が 140bp 皿 に な る

よ う各症 例 の デ ータ を標準化 して sPDH を作 成

した．さ らに 各群に っ い て 全症例の デー
タ を

一
括 して 処理 して PDM お よ び sPDM を作成 し，

各症例 と所 属す る群 との 分布 の 差 （不一致率

（DF）） を算出 して 標準化前後 で 比較 した．統

計学的解析に は t一検定 を用 い た．　 【成績】 各

症例 の PbM は
一

過 性頻脈を反映 して FHRbを中

心 に 行方向に 右 に 延 び た分布 を示 した ．各群

の PDH は 各症 例 の FHRbの ば らっ きの 影 響で 行

方向に左右に 長 く延びた 分布 を示 した．各症

例 と所属する群 と の DF （平均 ± SD） は 1群29

± 9％， 正群35± 12％，皿群 3了± 14％，W 群 47± 13

％ で あ っ た．一・方 ， 各群 の sPDI は各症 例 の 分

布 の 特徴 を残 し，DFは 1 群17± 5％ 』 群20土

6X，皿1群22± 4％，　 IV群 22± 5％と標 準化前に 比

較 して い ずれも有意 に 低 値で あ っ た （pくO．　05，

p＜O．　05，p〈0．01，p＜0．001）． 【結論】正常妊娠

に お い て PD麗 の 標 準化 に よ っ て 群 の sPD 凹が症

例 の PDM の 特徴 を残 した分 布 とな り ， 症例 と

所 属 す る群 問 の DFが低 下 した こ と は標準化が

FHRb の ば らっ きの 影響を取 り除 き，　 DFに よ る

分 布 の 差 の 定量 的評価 を よ り正確に で き る可

能 性を示唆 した ．
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